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6 人工呼吸の技術と意思があれば

7

子供の心肺蘇生法の手順（図）

安全確認

・ただちに胸骨圧迫を開始する

強く（胸の厚さの約１/３）
速く（１００～１２０回/分）

絶え間なく（中断を最小にする）

様子を見ながら
応援・救急隊を待
つ

呼吸は？

大声で応援を呼ぶ

普段どおりの

呼吸あり

呼吸なし
判断に迷う

ＡＥＤ装着

※強く、速く、絶え間なく胸骨圧迫を！

心電図解析
電気ショックは必要か？

電気ショック
ショック後ただちに
胸骨圧迫から再開

ただちに
胸骨圧迫から再開

必要なし必要あり

ＡＥＤ

未就学児用パッド

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、心臓の突然の停止（心室細
動）の際に電気ショックを与え（電気的除細動）、心臓の働きを戻
すことを試みる機械です。使い方は、電源を入れ、電極パッドを胸
に貼り付けると心電図を解析して電気ショックを与えるべきかを調
べます。電気ショックが必要と解析した場合には、機械の指示に
従ってスイッチを押すと電気ショックを与えることができます。

（参考；JRC蘇生ガイドライン2020オンライン版 一般社団法人 日本蘇生協議会）

しん ぱい そ せい ほう

反応なし

１１９番通報・AED依頼
通信司令員の指導に従う

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段どおりの呼吸や
目的のある仕草が認められるまで続ける

※人工呼吸の重要性

乳児の場合は、成人に比べて呼吸が

悪くなったことが原因で心停止に至る

ことが多いため、胸骨圧迫に人工呼吸

もあわせた心肺蘇生ができるようにな

ることが望ましいと考えられます

・人工呼吸の準備ができしだい、２回の

人工呼吸を行う

・３０：２で胸骨圧迫に人工呼吸を加える

（救助者が２人の場合１５：２）

・人工呼吸ができない状況では胸骨圧迫

のみを行う

胸骨圧迫３０回と
人工呼吸２回の組み合わせ

具合を尋ねる
反応あり


